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日本海や瀬戸内海の閉鎖性海域には、赤潮の発生、重金属などの有害物質による汚染が広がってい
るl)。また大型タンカーによる事故が発生した場合、その被害は長期間かつ広範囲に及ぶため、海洋
環境の保全は重要な課題となっている。特に近年、相次いで発生した大型タンカーの事故による大量
重油流出事故は、海洋環境に深刻な影響を与え、改めて海洋環境保全の重要性を国際世論に訴えるこ
とになった。また活性汚泥法は世界的に広く普及している廃水処理法2)であるが、海水のように無機
塩類を多く含む場合は、その中の微生物が無機塩類により阻害されるために効率的な処理ができず、
処理方法の改善が望まれている。
そこで本研究では、海水中の難分解性芳香族化合物を処理するために、海洋生物からフェノール分
解細菌を単離し、その同定を行った。海藻を摂食する海産生物の腸には、海藻中に含まれるリグニン
を分解する腸内細菌が存在すると推測される。リグニン（フェノール系ネットワークポリマーから成
る天然高分子化合物）を分解することのできる細菌は、フェノールなど難分解性芳香族化合物を分解
できる可能性が高い。そこで、海藻を食べるクロシタナシウミウシの腸内容物からフェノール資化性
海洋細菌のスクリーニングを試みた。
Fig.1にクロシタナシウミウシの概
観を示す。クロシタナシウミウシを
MS222(Aldrich)で麻酔し、腸内容物
を採取した。この腸内容物約lmL
を改変ALLEN海水3)(NaCll5g/L,
MgSO4・7H203.589/L,MgCl2･
6H202.729/L,CaCl2．2H200.69/L,
KC10.399/L,NaHCO30.1g/L)9
mLに攪枠溶解した。この溶液を0.5
9/Lフェノー ルを含む改変ALLEN海
水寒天培地（寒天濃度209/L)に
200"Lずつ塗抹し、15℃で4-5日
間放置した。薬品は全て和光純薬工
業製のものを用いた。数十枚の寒天
培地の中で、一枚の寒天培地から数
個のコロニーが確認された。この菌
株をEBRO1と命名した。
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